














要約:食生活が多様化している現状の中で、将来の高齢化社会を負う児童を心身共に健全

に育成するために、栄養指導の重要性は言をまたない。現代の母子の食生活の実情に即し

た栄養指導の指針を策定する第 1段階として政令市、特別区保健所及び市町村・市町村保

健センターにおける母子衛生事業の実態把握を行い、今回は特別区と市町村・市町村保健

センターとの比較を試みた。特別区保健所・相談所において、母子栄養指導への関与度は

保健婦に比べ栄養士の割合が高いが、市町村・市町村保健センターでは特別区に比べ、種々

の母子衛生事業を行っているにも拘らず、母子栄養指導を担当する栄養士の割合は低く、

かつ、パートの栄養士の行う割合が高かった。


